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      感謝の気持ち   校長 久住 和彦 

 

村松公園の桜のつぼみも膨らみ、早いもので令和６年度の教育活動も締めくくり

を迎えます。保護者の皆様、地域の皆様、関係機関の皆様には、１年間、本校教育

活動にご理解とご協力を賜りましたことに、心より感謝申し上げます。 

 

さて、私の大学時代の恩師の口癖が「教育は人なり」でした。簡単に言えば、

「教育に最も大切なのは人間性であり、人と人とのよりよい関係を築くことができ

るかどうかによって、その成否はかかっている」という意味だと思います。  

教育現場では一人一台端末の整備が進み、社会では AI(人工知能) に様々な職業

が取って代わられる時代の流れになっています。 

しかし、特別支援学校は AI にその仕事を奪われることはない、とても尊い学び

の場だと考えます。それは、人としての生き方や在り方を AI では示すことができな

いと考えるからです。学校は教科の知識や技能を教えるだけの場ではなく、生活や

生き方そのものを教える場なのです。 

 

本日は卒業式でした。卒業生の皆さんと過ごした日々は、本当に楽しかったで

す。村松分校の最高学年として、後輩たちに手本を示し、体育祭やきらめき祭など

の学校行事を成功に導いてくれました。職場体験や実習等を通して、自らの課題に

向き合い、地域や関係者の方からもご指導いただきました。 

卒業生一人一人が立派に成長し、様々な力を身に付けることができたのも、保護

者、地域、関係機関の皆様の、人としてのお力をお借りしたお陰です。 

 

卒業生の皆さん、社会に出てからも、迷いや悩みから目標を見失うことがあるか

もしれません。今まで頑張ってきたことは絶対に自分の財産になっています。どう

か、強い心と今まで蓄えてきた力を、自分のステージで発揮し続けてください。 

そして、そのときには、今まで支えてくれた周囲の人たちへの感謝の気持ちと笑

顔を忘れないでください。 

 



授業の「窓」  生徒のきらめく活動の様子をご紹介します 

 

 

 

 

１学年部 ３年生に喜んでもらうために   

１年生が主となって計画・運営するため、年末から少

しずつ準備を重ねてきました。招待状、セレモニー

の計画・練習、プログラムや席札作り、二日目のレ

クリエーションの計画や準備など、しなければいけ

ないことが山盛りでしたが、「３年生に喜んでもらえ

る会にしよう！」「感謝の気持ちが伝わるように準

備しよう！」と一生懸命取り組んできました。３年生

に喜んでもらえ、すてきな三送会にすることができ

ました。（文責：清野） 

２学年部 感謝の思いを伝える 
  

様々な活動を通して学校を引っ張ってくれた３年生

に感謝の気持ちを表そうと横断幕やくす玉を作った

り、色紙を1年生に依頼して製作したりしました。分

担した仕事に責任を持ちながら準備を進め、三送会

当日は、音楽、くす玉割り、色紙渡しと、タイミング

良く行うことができました。3年生に、感謝の思いを

伝えることができて心温まる記念品贈呈となりまし

た。（文責：山田） 
 

 

 

 

       

 

 

３学年部 自分が成長した姿を寸劇に 

「高等部での三年間で成長した自分」を寸劇にして動

画撮影したものを三送会で上映しました。「嫌だ嫌だと

言ってばかりいた自分にさようなら」「人前で話せるよ

うになった自分」など、成長した自分を演技で表しまし

た。教師と一緒に脚本を考えたり、演出のアイデアを出

し合ったりしました。友達の友情出演も受けながら楽し

い作品になりました。三送会本番の上映では、後輩や

三年生の保護者の皆さんに楽しんでいただくことがで

きて大成功でした。（文責：荒木） 

 

 

 

 

２月２１日 交流体育 

緑体育の生徒が村松高校と五泉高校の生徒さんと一緒に村松高校第一体育館にてボ

ッチャを通して、交流をしました。各チームで、作戦を相談したり、得点を喜び合って

いる様子がみられました。今後も、様々な体験から興味・感心を広げたり、交友関係を

築いたりしてほしいと思います。 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


